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１ 手引きの作成にあたって 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「学校安全の手引き」作成に当たって 

 

平成 13 年（2001 年）6 月 8 日、あってはならない事件が本校で起こった。8 名もの尊い

命を失い、多くの児童が心身に大きな傷を負った。我々教職員は、できるだけのことを精

一杯やった。しかし、「冷静に判断し最善のことができたのか。」という問いに対しては、

「できなかった…。」のが現実である。その反省から、教職員一人ひとりが、学校安全・危

機管理に関しての重要性を見直し、日頃から常に意識を高く持たなければならないと痛感

した。 

そういった意識から我々は、学校再開に向けて、校内で児童の安全を守る様々な約束事

を整えた。校内安全規則や不審者対応マニュアルなどがその一例である。また、学校再開

以降、不審者対応マニュアルをもとに教職員のみの不審者対応訓練を年に 5 回程行うなど、

普段から学校の安全管理意識を高め、悲劇が二度と起こらないように努めてきている。 

校舎は安全性を重視して生まれ変わったが、安全性の高い校舎が児童の安全を保障する

ものではない。その校舎で児童とともに日々を過ごす教職員一人ひとりが高い安全管理意

識を持って行動しなければ、児童の安全を守ることは不可能である。つまり、児童の安全

を守るのは建物や設備、機器ではなく、そこにいる人間なのである。ゆえに、全教職員が

共通理解し、児童の安全を守る意識を高め、より高いレベルで安全管理意識を持ち続けた

いという思いから、本校における学校安全に関する様々な約束事を「学校安全の手引き」

としてまとめている。 

この「学校安全の手引き」は、実際に即し、普段の生活から広く学校の安全をはかる手

引きという性質をもっている。安全管理意識を高め、普段の児童の安全はもとより、児童

避難訓練、教職員研修や不審者対応訓練で用いていきたい。また、日頃の安全管理の実態

や訓練の反省などから、さらに実際に即した安全に関する手引きとなるよう、改善を加え

ていきたい。 

 

１．安全の日 

 

 我々は学校安全・危機管理に関しての重要性を見直し、意識を高く持たなければならな

いと痛感した。また、その高い意識を維持・継続していくことも大切だと認識している。

そのために、避難訓練や施設・設備の安全点検などを定期的に行い、一人ひとりが日頃か

ら自らの行動や意識を見直す必要があると考えている。また、安全管理に関する意識は、

管理職や担当の者が一方的に押し付けるものではなく、教職員一人ひとりの主体的な取り

組みと意見交換によって深められ、より高次元のものへと発展していくものである。 

事件があった平成 13 年 6 月 8 日、その日は我々の安全意識が問われた原点である。教

職員全員が安全について、そして、今の自分の意識を見直すきっかけとするために、毎月

8 日前後に「安全の日」を設定している。その「安全の日」に訓練や施設・設備の安全点検

などを行い、学校安全・危機管理に関しての意識の継続・向上をはかっている。 

教職員対象の訓練については、主に不審者に対応する訓練を行っている。訓練では、教

職員全員が参加し、実際に不審者が侵入してきたことを想定して行っている。単に訓練を

行うだけでなく、役割に分かれて事前事後の話し合いを行い、危機管理に対しての課題を



共通理解しようとしている。また、警察の方に来ていただき、不審者から子供を守るため

の方法や防御方法を教えていただく機会も設けている。水泳指導が始まる前には必ず全教

職員が救急救命講習を受け、心肺蘇生法や、ＡＥＤの使用について学ぶ機会を設けている。 

 施設営繕の安全点検は、安全点検表にしたがい教室などを点検し、環境整備に努めると

共に、児童が安全に普段の生活をできるように努めている。点検は毎月１回必ず行い、不

備な点が見つかれば、できるだけ速やかに対応するようにしている。 

このように毎月の「安全の日」に訓練や点検を行うことを通して、危機管理意識を常に

持ち、さらに高めていくよう心がけ、事件・災害の予防、被害の最小化に努めている。 

 

２．「安全科」の授業 

 

附属池田小学校が安全教育を始めるうえで、多くの困難な課題を乗り越えなければなら

なかったことはあまり知られていないだろう。家庭科で包丁を使った調理実習を再開する

のに 3 年以上かかったし、図画工作科の授業で彫刻刀を使うこともためらわれた。事件か

ら 2 年間は、フラッシュバックを避けるために「鬼ごっこを禁止」していたくらいである。

安全教育どころではなく、心身に傷を負った子供たちへの「心のケア」で手一杯であった。

教師たちの心には、「子供たちを守れなかった人間が安全教育をしてもよいのか？」という

ためらいの気持ちさえあった。 

本当の意味での安全教育は、事件で直接の被害を受けた子供たち（事件時 1・2 年生）が

卒業した平成 19 年から始まった。平成 21 年 2 月 23 日には教育課程特例校の指定を受け、

全学年で週 1 時間、それまでに積み重ねてきた実践をもとに「安全科」の授業を始めるこ

ととなった。教科書もないなかで、安全の授業を毎週 1 時間実施することは極めて難しい

ことであった。試行錯誤で行っているにもかかわらず、「附属池田小学校がしている安全の

授業なら間違いはないだろう。」と思われることへのプレッシャーもあった。 

そんな状況のなか、平成 23 年 3 月 11 日に東日本大震災が発生した。附属池田小学校の

安全教育カリキュラムでは、あのような未曽有の大災害に全く対応できないことは誰の目

にも明らかだった。 

 

３．「安全科」から「安全教育」へ 

 

東日本大震災の後、まず附属池田小学校の教員が議論したのは「避難時には、歩いた方

が安全なのか？ 走って逃げるのはそんなに危険なのか？」ということであった。言うま

でもなく、「釜石の奇跡」の影響である。 

避難訓練でいろいろと実際にやってみた。ある時は歩いて避難させ、ある時は走って避

難させ、ある時は先生が先頭に立って避難させ、またある時は先生が後ろについて避難さ

せたり、あらゆることを試みた。ついには釜石東中学校の先生と生徒に会って話を聞いた。

その結果、「どんな状況でも歩きなさい。」と教えるのは間違いだという結論に至ったので

ある。 

思い起こせば平成 13 年の事件時、子供たちは泣き叫びながら散り散りに走って逃げた。

先生に引率されて逃げた子供はほとんどいない。避難訓練は子供を訓練するためだけのも



のではなく、少しでも助かる可能性が高い方向に子供を導くための判断力を教職員が磨く

ためにもあるという基本を忘れてはならないのである。 

安全教育の究極の目的は「子供を死なせない」ことだ。東日本大震災は言うまでもなく、

広島市の土砂災害、鬼怒川の堤防決壊、御嶽山の噴火、電気柵による感電事故など実際の

災害や事件、事故から学び、あらゆる危険から子供たちを守る新しいカリキュラムを作成

し始めた。 

カリキュラム作成で重視したのは各教科・領域との関連性である。理科では地震・噴火、

社会科では火災というように、各教科・領域には、安全教育として取り上げることが可能

な内容が多く含まれている。それらを安全教育としてカリキュラムにきちんと位置づける

ことにした。ネット被害、熱中症、薬物、危険生物、食中毒、食物アレルギー等、事件が

あった当時には思いもしなかった内容も含めることとなった。本校の「安全科」が不審者

から子供を守るためのものであったならば、「安全教育」は、どんな状況になっても子供を

死なせないためのものだといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 附属池田小学校事件の教訓 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



附属池田小学校事件の教訓 

 

１．危機管理意識 

学校が安全であるためには大人の努力が必要なのです。それを忘れてしまい、安全なの

が当たり前と考えてはなりません。担任が自分のクラスの子供をかわいいと思うのは当然

の心理です。他のクラスの子供よりもかわいいと思うかもしれません。しかし、安全管理

に関してはその考えを捨てなければなりません。学校の子供たちは、保護者も含めた全て

の大人で守る必要があります。 

本校では、事件後に学校を再開する際、保護者による登校立ち当番制度を始めました。

当初は「なぜ、我が子が通ることのない道の見守り活動をしなくてはならないのか」とい

う声もありましたが、今は違います。全ての子供たちの安全を全ての大人が守るのが当然

になっています。これは何年間にもわたる教職員や保護者の努力の結果なのです。人々の

意識を短期間で変えることはできません。 

附属池田小学校事件のような緊急事態が発生すれば、内部にいる人間はなかなか全体に

気を配ることができません。目の前の対応に追われるだけではなく、目の前のことが全て

であるかのような錯覚さえおこります。 

管理職はいかなる緊急事態においても、常に全体がどうなっているかを把握しなければ

なりません。しかし、管理職になれば自動的にそのような能力が身につくわけではありま

せん。管理職が率先してしっかりと訓練に参加し、自分の緊急時対応能力を磨く必要があ

ります。 

学校には、文科省や教育委員会から様々な通知が届きます。しかし、学校現場は忙しす

ぎて、膨大な数の通知を漠然と周知しているだけでは、全教職員で共通理解を図るのはほ

ぼ不可能です。管理職が子供の安全に関わるものを最優先する姿勢で、通知の軽重を的確

に判断して周知徹底するべきです。 

 

２．出入口の管理と来校者に対するチェック 

事件時に附属池田小学校が門を開放していたのは、「その方が便利」の一言に尽きます。

「便利」の全てが悪いわけではありませんが、安全性を考慮しない便利さの追求は、本当

に危険です。 

附属池田小学校事件後、多くの学校が門を閉ざしました。しかし、時間の経過につれて、

以前の状態に戻っていった学校も多くあるようです。人というものは、「便利」と「安全」

を天秤にかけたとき、時間の経過につれて「便利」の方に流れていく傾向があるように思

います。たぶん大丈夫だろうと根拠もなく思い込むことほど恐ろしいものはありません。 

振り返れば、附属池田小学校事件当時、全国の学校が「開かれた学校」を目指していま

した。あまりにも言葉が先行し過ぎて、「だれでも、いつでも、どこからでも」入れる学校

こそが「開かれた学校」なんだという意識がはびこっていなかったでしょうか。 



学校は、誰も入れない鉄壁の要塞になるべきではありませんが、物理的に「学校を開く」

のは間違っています。本当に開かねばならないのは教育の中身ではないでしょうか。 

ID カードを遠くから見ても何が書いてあるのかは分かりません。しかし、不審者は ID

カードをつけていません。「ID カードはどうされましたか？」と声をかけるきっかけにな

ります。ただし、保護者も含めた学校内の大人に、たった一人でも ID カードの着用を面倒

に思う人がいれば、このシステムは成り立ちません。附属池田小学校には、来校時に ID カ

ードを忘れるのは「恥」であるとする文化が根付いています。 

事件時の校舎（現在の東館）は、外から教室に自由に出入りする構造になっていました。

特に低学年の子供がすぐに運動場に遊びに行けたら楽しいだろうという純粋な気持ちで設

計されたものです。設計当時の副校長は「良かれと思って設計したけれど、そのせいで子

供たちが殺されてしまうなんて…」と今も悔やんでいます。現在でも多くの学校は、不審

者の侵入に備えた構造にはなっていません。すぐにそれを変更することは難しくても、学

校内の教職員の工夫によって改善できるところもあると思います。 

 

３．警察・消防への通報 

教室内が犯人と児童だけになってしまえば、被害が大きくなる可能性が高いでしょう。

しかし、誰も通報しなければさらに被害が大きくなったに違いありません。先生が先に倒

れてしまったら、通報すら困難になってしまうでしょう。 

当時の附属池田小学校には、緊急時に複数教員で対応するというシステムはありません

でした。せめてもう一人でも、先生が駆けつけることができれば事態は大きく変わったは

ずです。教職員が一人で対応せざるを得なくなるのは、学校の安全管理体制が不十分だか

らです。 

緊急時に 110 番と 119 番のどちらに通報するべきか二者択一になっては困ります。複数

名で警察と消防の両方に通報すべきです。それができなかった事件当時の安全管理体制に

は不備があったと言わざるをえません。 

救急車を校内に入れることをためらってはいけません。各教職員が必要と感じたならば、

すぐに通報するべきです。「おそらく、救急搬送しなくても大丈夫だろう」と思いたくなる

気持ちを捨て、救急車を校内に入れることを「恥」と考える気持ちを捨てなければなりま

せん。「どうして救急車を呼んだのか！」と言われるよりも「どうして救急車を呼ばなかっ

たのか！」と言われない方を選択するべきです。 

119 番通報に比べ、110 番通報の経験者は少ないと思われます。初めて 110 番通報する人

が状況を正しく話せるとは考えにくいでしょう。できる限り多くの教職員が 110 番通報の

シミュレーションをしておくべきです。 

救急隊員は、どこでだれが、どのような状況で倒れているかを知りません。学校の連絡

ミスで、重傷者よりも軽傷者が先に救急搬送される事態があってはなりません。 



救急搬送される子供がいた場合、必ず教職員が同乗する必要があります。何のために同

乗するのか、多くの方は「連絡要員」として同乗すると答えるでしょう。本当にそうでし

ょうか。自分の家族や教え子の命が危ない時に、連絡要員として救急車に同乗する人はい

ないはずです。結果的に連絡要員になったとしても、同乗する際には「死なないでくれ。

助かってくれ。」と思うのではないでしょうか。本当かどうか確かめるすべはありませんが、

本校の事件時に搬送された子供のうち、同乗した教職員がずっと声をかけ続けていたから

意識が切れることなく助かったと言われる子供がいるのです。 

 

４．安全管理マニュアル 

立派なマニュアルを作り上げたことに満足してはなりません。何年も前にマニュアルを

作成した教員はすでに転勤しているかもしれません。子供たちを守るのは、現在の教職員

です。過去の教職員は子供たちを守ってくれません。 

不審者が侵入した際にマニュアルを片手に対応することはできません。訓練を通して、

体でマニュアルを覚えておかねばなりません。マニュアルの中身をどれだけ自分のものに

しているかが大切なのです。マニュアルの分厚さを誇るべきではありません。教職員の名

前だけを毎年打ち替えるだけのマニュアルに何の値打ちがあるでしょうか。 

どんな訓練であっても万能ではありません。訓練には必ず「訓練の限界」があります。 

刃物を持った不審者と対峙してしまったとき、「自分は絶対に逃げない」と言い切れる人が

どれだけいるでしょうか。訓練しているから大丈夫という考えは本当に危険です。かえっ

て油断してしまうような訓練はするべきではありません。 

 

５．保護者への引き渡し 

なんのために、子供を保護者に引き渡すのでしょうか。それは、その方が子供にとって

安全だからです。間違っても、学校が責任を負わなくて済むようにするために保護者に引

き渡すという考えを持つべきではありません。自然災害の発生時は、学校にいた方が安全

だということもあります。そのような場合には、断固として保護者に子供を引き渡さない

勇気が必要です。 

 

６．事件時の犯人、教職員、児童の動きの解明 

ほとんどの教員で毎日のように話し合いましたが、一カ月かけても正確なことは分かり

ませんでした。教職員の記憶にいろいろな食い違いがあり、時系列に整理することは困難

でした。事件から時間が経過すると記憶を書き換えてしまう可能性もあります。事件時に

学校に入っていた警察および消防関係者への聞き取りも行いました。事件時の人の動きを

解明することは、被害者を含めた全校児童・保護者および社会への説明責任を果たすこと

につながります。 

 

 



７．メンタルケア 

事件当日の午後から、カウンセラーや臨床心理士の方々が学校に来られ、教職員の多く

は、そのとき初めて「心のケア」という言葉を聞きました。怪我をしていない子供に対す

るケアの必要性を感じていなかった教職員が、心のケアに全力を注ぐようになりました。 

振り返ってみれば、初期段階から心のケアを重視し過ぎました。心のケアが不要だとは

言いませんが、事件直後に寄り添うべきは一番悲しい思いをしている被害者家族だったは

ずです。当時の教職員は、寄り添うべき順番を間違えたと言わざるをえません。 

各学年・学級にカウンセラーが配置され、担任とともに家庭訪問を行いました。なかに

は「うちの子は大丈夫です」といって家庭訪問を辞退される家庭もありましたが、実際に

は大丈夫ではなかった事例がいくつかありました。 

見落とされがちですが、教職員や保護者にもメンタルケアを必要とする方がいます。子

供に接する大人がストレスをかかえたままでは、子供のメンタルは回復しません。 

メンタルケアの必要性は、学年によってずいぶん違いがありました。そのため、教員間

で「温度差」が生じてしまい、教職員全体がまとまって前に進むことが難しくなった時期

もありました。 

 

８．学校再開 

学校を再開するうえで最優先したのは安全管理体制の構築です。マニュアルを作成して、

万が一の場合の対応について訓練を重ねました。現在の附属池田小学校の安全管理体制の

ほとんどは事件後の休校中に定められたものです。事件当時の教職員の思いをずっと受け

継いでいくことこそ、一番大切であるとともに一番難しいことでもあります。 

学校の再開にあたっては、安全管理体制の構築に加えて、目の前にいる子供たちが将来

の加害者にならないような教育をしていくことを誓いました。 

 

９．校舎の改築 

附属池田小学校は平成 13 年 8 月 27 日～平成 16 年 3 月 31 日まで、プレハブの仮設校舎

で授業を行っていました。教職員はプレハブ校舎の設計にも関わりました。教室を「ロ」

の字型に配置するなど、二度と不審者を校内に入れないための工夫がたくさんありました。

プレハブ校舎設計で得た知見は、現在の校舎にも生かされています。 

本校の安全設備は、これからの学校にどうしても必要なものとして取り入れたとは限り

ません。メンタル面が不安な子供たちを安心させるための設備もあります。トイレの全個

室についている非常ボタンなどがそれにあたります。 

事件で被害にあった子供たちが再び学校に通えるようになるまで、想像がつかないくら

いの葛藤があったのです。そして、いくら安全に配慮された立派な校舎ができたとしても、

亡くなった 8 人の子供たちは通うことができなかったことを忘れてはなりません。 



自分の学校は安全設備が整っていないから子供を守れないなどという無責任なことを

言う人に限って、避難行動に支障が出るようなスリッパを履いていないでしょうか。何か

起こったときに、防犯設備が整っていないことを理由に教職員が責任を免れるなんてこと

はありません。 

 

10．一斉連絡 

事件時の附属池田小学校には「電話連絡網」がありました。携帯電話普及率が 100％に

はほど遠い時代でした。事件発生のニュースを見た多くの保護者が学校に向かったため、

自宅の電話を利用する「電話連絡網」は全く機能しませんでした。 

平成 15 年度から保護者向け一斉メール送信を始めました。当時はそのようなシステム

がほとんど存在していなかったため、教職員がメール送信システムを自作しました。 

平成 30 年の台風 21 号の影響で学校が停電したとき、一斉メール送信ができなくなりま

した。その反省から、緊急時の保護者連絡のために専門業者のシステムも取り入れ、従来

のシステムと合わせて、メール送信の手段を二重に確保しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 安全管理の基本方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



安全管理の基本方針 

 

○学校は児童を保護者からあずかっているところである。 

○学校敷地内に、関係者以外の人間を絶対に入れない。 

○緊急事態は、いつでも、どこでも、だれにでも、起きる可能性がある。 

○不測の事態に対応できるよう、周囲への注意を心がけ、行動できるよう訓練しておく。 

○児童に危害を加えようとする人間の心理・行動は常識の範囲を完全に超えている。 

○新しい学校づくりをする気持ちで学校運営・学校安全に取り組む。 

 

１．ＩＤカード 

附属池田小学校では、教職員も保護者も全員が顔写真付ＩＤカードを身につけています。

事件時にＩＤカードが導入されていたら、ＩＤカードをつけていないことを理由に犯人に

声掛けができたかもしれません。 

ＩＤカードをつけたくないとか、面倒だとか言う人が一人でもいれば、安全管理体制は

崩壊してしまいます。ＩＤカードをつけていないと「恥ずかしい」と思うような環境作り

が大切です。 

 

２．教室環境 

「不審者が入ってくるのでは」と身構えながらでは、良い授業はできません。それより

も教室に至るまでの経路の安全管理が重要です。だからといって、教室環境がどうでもよ

いわけではなく、できる限りの備えが必要です。 

教室の扉を開けておくことは、いつも他の教員に授業を見られることを意味します。他

の教員に授業を見られるということは、安全管理面だけではなく、教員の成長にとって好

ましい環境といえます。「他の教員に授業を見られたくない」と思ってはいけません。 

授業時間以外でも先生が近くにいるということは、子供たちに安心感を与えます。いじ

め等の問題を防ぐことにもつながります。 

そして、子供たちが下校した後は、みんなが職員室で仕事をして、情報交換を欠かさな

いようにしたいものです。教職員の「同僚性」は、安全管理面においても極めて重要です。 

 

３．児童名札 

全教職員と全校児童・生徒がお互いの顔と名前を知っている学校は、それほど多くない

でしょう。仮にそのような環境であったとしても、子供が顔などに重傷を負った場合、担

任でさえそれが誰であるか分からない可能性もあります。万が一の時の救助や連絡に遅れ

が生じてはなりません。名札は子供たちを管理するためではなく、子供たちが学校で安全

に過ごすためにあるのです。 

 

４．登下校 

全保護者に登下校時の立ち当番を依頼しています。立ち当番の場所と日時は、前年度中

に知らせます。自分の子供の通学路ではないところに立つこともありますが、自分の子供

は他の保護者が見てくれているという信頼関係が必要です。運動会や学芸会、授業参観の



際には「自分の子供だけではなく、他の子供たちのがんばりも見てください。」と呼びかけ

ています。 

教職員は日直として、登下校時の安全確保のために登下校路を巡回しています。保護者

の立ち当番も教職員の日直も、無理をすると続かなくなります。持続可能な当番のあり方

についてみんなで話し合うことが大切です。 

日直や立ち当番を毎日実施するうえで、大切にしているのは「引継ぎ」です。登下校中

に起こった問題は、その一日だけで解決するとは限らないからです。 

 

５．校外学習 

校外学習時の安全確保で一番重要なのは、引率者の人数です。担任だけの引率は不可能

ではありませんが、緊急事態が発生した時に対応できません。本校では校区探検や近隣施

設の見学であっても、必ずクラス数＋１名以上の大人が引率するようにしています。場合

によっては、保護者の引率ボランティアを募集します。 

帰宅方法や時間が変更された場合には、速やかに保護者にメールを配信して知らせます。

現地から子供の家庭に直接連絡する場合に備えて、連絡先が記載された名簿の持参を忘れ

ないように心がけています。 

 

６．避難訓練 

避難訓練は生活指導ではありません。身長順に並ぶのか出席番号順に並ぶのかなど子供

から質問が出るようであれば、それは生活指導になってしまっていると言えるでしょう。 

「おかしも」は、安全に避難するための手段であって目的ではありません。「しゃべった

人がいるので、やり直し」などの指導は考えものです。緊急事態が発生したら、子供たち

はパニックを起こして、大声で泣き叫びながら走って逃げるのです。 

 

７．安全点検 

附属池田小学校では、時間を指定して一斉に点検作業を行っています。点検によって危

険箇所を見つけた後の対応が重要です。最終的に放置されてしまうのなら意味がありませ

ん。 

安全点検を真剣に行えば、子供たちも危険箇所を見つけるようになります。教職員だけ

で頑張るのではなく、子供たちや保護者と協力して、より安全な学校を作っていきたいも

のです。 

 

８．普通救命講習会 

附属池田小学校では、教職員の転勤があったとしても、常に半数以上の教職員が応急手

当普及員の資格保持者であるようにしているため、消防署のお世話にならずに普通救命講

習会を実施することができます。 

普通救命講習会は、どうしても救急救命の正しい手順を覚えることに重点を置いてしま

いがちです。しかし、実際に自分の身近な人が倒れているときに、「傷病者発見」「周囲の

状況良し」と言う人がいるでしょうか。不審者対応訓練と同様、いかに実際に起こってい

る緊急事態として訓練に臨めるか、一人一人の教職員の意識が問われると思うのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 安全管理資料（R02） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

普段の学校安全に関する実施要項 

 

１． 来校者に関する安全規則について 

（１）ＩＤカードとそのチェックについて 

  ○校内において、教職員はＩＤカードを身につける。 

  ○保護者もキャンパス内においてはＩＤカードを身につける。 

 ○来校者は必ず池田キャンパス正門（警備員室）と小学校玄関（事務室）でチェックを受けないと 

  入館できない。（玄関は児童登下校時以外、事務室側出入口のみ使用し、入館する。） 

  ○正門や玄関の施錠後、入館する場合は、正門前と玄関前のインターホンで対応する。 

  ○基本的には学校の電話を通して、担任まで連絡を取る。 

   ※１ ＩＤカードを紛失した場合･･･担任まで届け出る。 

   ※２ 学校行事、参観、懇談等の場合は、別に受付を設けてチェックを行う。 

   ※３ 授業中及び会議中は教職員が直接応対できない場合がある。（緊急の場合は除く） 

〈 来校者チェックの流れ 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＤカードを持っている

保護者（あるいは業者） 

ＩＤカードを持っていない

保護者（あるいは業者） 

正門（警備員室）前でＩＤ

カードを提示する。 

玄関前で児童の学年・組・

用件を伝え玄関内に入る。 

ＩＤカードを忘れた場合 

正門（警備員室）前で，用件

（児童の学年・組）を伝え，

ＩＤカードを忘れたことを

説明し，事務室に確認を取

った警備員から入校証を受

け取った後キャンパス内に

入る。 

玄関前で氏名（児童の学年・組）・用件を告げる。 

入館する。 

ＩＤカードを持っている保護

者（同行者）が同伴していれば，

正門（警備員室）で入校証を受

け取って，事務室を通り入館す

る。同伴していなければ，正門

（警備員室）で警備員による確

認がとれるまで待ち，確認後入

校証を受け取り，キャンパス内

に入る。 

ＩＤカードをもともと持って 
いない場合（祖父母等） 

退館の際は、再度玄関の事務室にその旨を告げ、確認後、

正門で入校証を返す。 

入館する。 

必ずＩＤカードを持って

きていただき、よく見え

るように首にかけて入館

してください。 



 

☆ＩＤカードの紐の色は次のように定めている。 

小学校保護者…ライトオレンジ   中学校保護者…黄   高校保護者…グレー 

小中高教職員…青         高等学校生徒…緑   来校者、業者など一般来校者…赤 

（２）自転車およびバイクでの来校について 

○ 自転車は正門を入って右側の小学校運動場沿いに駐輪する。 

決して、サービス門前に駐輪しないようにする。 

○ バイクは正門横の第一駐車場に駐輪する。 

○ キャンパス敷地内で自転車およびバイクに乗ることはできない。押して移動する。 

 

（３）自家用車での来校について 

○ 自家用車での来校は原則として禁止。 

○ 学校には、第一駐車場（テニスコートの南側）と第二駐車場（くぬぎ坂裏門）を設置。 

○ どちらも許可証なしに駐車することはできない。許可証が必要な場合、各担任に申し出る。 

 

①けやき坂への乗り入れが認められる場合 

・児童・保護者が、身体的精神的事情により玄関まで車を乗り入れる必要がある。 

・部会やサークル活動、学校行事等で講師の先生を送迎する。 

・部会やサークル活動、学校行事等で重い荷物を運搬する。 

※８:００～８:４５、１４:３０～１６:３０は、車乗り入れ禁止（緊急時を除く） 

※けやき坂にずっと駐車しておくことはできない。第二駐車場へ移動 

 

②第一駐車場の利用が認められる場合 

・児童が、身体的精神的事情により、電車または徒歩による登下校が難しい。 

・保護者が、登校立ち番で朝早く来なければならない。 

・学校に認められた極めて短時間の用事のために来校する。 

※長時間駐車しておくことはできない。第二駐車場に移動させることはできる。 

 

③第二駐車場の利用が認められる場合 

・実行委員や部会員、学級活動としての仕事やサークル活動のために来校する。 

・保護者が、身体的事情で電車または徒歩による来校が難しい。 

・兄弟姉妹の学校行事が重なったので、自家用車で移動したい。 

・一人歩きできない小さい子をどうしても連れて来校しなければならない。 

※担任または担当者に申し出て、第二駐車場の駐車証をもらう。 

※各部会やサークルには、一定の数の駐車証を割り当てる。乗り合わせてもらうことが条件。 

※全校および学年行事の日は、部会・サークル活動用の駐車証は無効。 

※自家用車に子どもを乗せて帰ることはしない。 

（４）第二駐車場の利用方法 

○ 第二駐車場から校内への入口はない。正門までまわって入校する。 

○ 第二駐車場から附小玄関までは、徒歩で約８分の時間がかかる。 

※道路への出口の視界が極めて悪い状態なので、歩道を下って来る自転車や歩行者に十分気をつ

けて車を進める。 

 

 

 

来客（児童の急な迎えの保護者を含む）がある時は，事務室・警備員室に「いつ，誰が来校

するか」の連絡を入れる。 



 

２．児童名札について 

 

（１）児童名札 

○ 名札裏面に氏名（ふりがな）・電話番号・血液型を記入できるようにしている。 

○ ふちを学年カラーで色分けし、一目で学年がわかるようにしている。 

○ ピン止めのところをクラスカラーで色分けし、一目でクラスがわかるようにしている。 

 

※１ 裏面の電話番号欄は連絡のつきやすい順に記入 

※２ 学年カラー  １年・・・ピンク色   ２年・・・黄色      ３年・・・オレンジ色 

           ４年・・・緑色     ５年・・・青色      ６年・・・白色 

※３ クラスカラー 東組・・・黄色     西組・・・ピンク色    南組・・・水色 

 

児童名札 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）体操服・図工用スモックの名札について 

○ 制服を着ている時以外でも何が起こるかわからないので、体操服・スモックにも名札をつけるよ

うにしている。 

○ 体操服の校章の下、スモックは左胸あたりに保護者に縫い付けてもらう。 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

 

                              ここに名札をつける 

 

（表） 

氏 名
（ふりがな）

 

電話 

血 液

① 

② 

型 

（裏） 

□□期 

なまえ 
５ｃｍ 

８ｃｍ 



 

３．通学上の安全管理 

 

池田駅から学校までを中心に登下校指導を行っている。PTA 安全部会が中心となり、保護者に児童登

下校時の立ち番を依頼している。教員は日直制で立ち番や巡視を行っている。また、保護者から提出さ

れた通学路届から、児童がどの道を通り登下校しているか、所要時間はどれくらいかを把握している。

「地区別活動」をひらき、できるだけ家の近くの児童と登下校できるように顔合わせをしたり、通学路

上で危険な所はないか確認し合ったりしている。（今年度は４回の活動を予定） 

１年生あるいは徒歩で通学している児童（一部）については、阪急バスの協力を得て、登校時に市内

を巡回するバスを走らせて児童の安全をはかっている。 

 

（１） 登校時 

Ａ．保護者立ち当番 

○保護者立ち当番は、登校時６名、下校時２名の方にお願いしている。 

○保護者立ち当番の時間は、登校時は７：４０～８：３０頃、下校時は児童の下校時間に合わせて 

 ３０分程度、見守りをお願いしている。（場所により、若干の時間の変更あり） 

○保護者立ち当番の場所・・・ 図１ （登校時Ａ～Ｆ、下校時①～②） 

Ａ：阪急池田駅バス乗り場 ①：ケンタッキー前～池田駅改札前 

Ｂ：阪急バス降り場（緑丘１丁目５） ②：正門西横断歩道～ローレルコート前 

Ｃ：正門前東交差点（鉢塚２丁目１） 

Ｄ：正門西横断歩道（鉢塚１丁目４） 

Ｅ：ケンタッキー前（城南１丁目９） 

Ｆ：ローレルコート前（城南３丁目５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：スクールバス 

   乗り場 

Ｅ：ケンタッキー前

Ｆ：ローレルコート前 

Ｄ：正門西横断歩道 

Ｂ：阪急バス降り場 

Ｃ：正門前東交差点 

図１ 

①：ケンタッキー前 

～池田駅改札前 

②：正門西横断歩道 

～ローレルコート前 



 

Ｂ．教員の立ち当番 

○日直…通学路の巡視および安全指導を行う。（７：５０～８：１５）、通学路を通って学校に戻る。

○学校長・副校長・教務主任・専科…学校玄関での指導及び施錠（８：１５～８：３０） 

○保護者立ち番の児童は副校長・教務主任が多目的ホールで看護する。 ※時間は７：３０頃より○

その他、時期や行事、児童の様子に応じて、適宜、日直以外の教員も立ち番・巡視を行う。 

Ｃ．児童登校 

 ○児童は８：１５から８：３０の間に登校する。この時間内に登校するよう指導する。 

○本校舎東側からの通学は、南に向かい、正門から入る。 

○阪急バス利用児童は、降車場所より南に向かい、正門から入る。 

○けやき坂を歩くとき、児童は小学校側を歩くようにする。 

 

（２） 下校時 

○日直は１５：４０～１６：３０をめどに、学校周辺の巡回指導を行う。 

（水曜日は１５：００～１６：３０） 

（駅方面のみならず、秦野方面から五月丘、辻が池公園方面を自転車で巡視） 

○曜日や行事によって、日直以外の教員が立ち番・巡視をする。 

 

（３） 地区別活動（および集団下校） 

①ねらい 

 下校時の通学路をもとに地域を中心にした集団を組織することにより、緊急時および日常の安全性

を高める。 

・同じ地区の児童が互いに顔を合わせ、交流を図ることで親しみを持てるようにする。  

・お互いに知り合うことで登下校時などに、より多くの目で子どもたちを見守れるようにし、安全

性を高めるとともに、マナー面での意識を高める。 

・異学年間の交流を図り、通学時や校内において、高学年児童が低学年児童を見守ろうとする意識

を持てるようにする。 

 

②実施計画 

 ・１学期に「登下校マナー指導強化週間」を設け、正しい登下校の仕方を確認する。 

・担当教諭の引率下校を２回、児童のみでの下校実施を２回、計４回実施する。 

・集団下校のみの１回については、メンバーの確認が終わり次第、下校する。 

・児童のみで下校のときは、安全管理・生徒指導部を中心とした立ち当番制とする。 

・巡視場所については、安全管理・生活指導部から地区の実態に応じて決定する。 

・各地区の名簿を作成し、職員室入口横に設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

日時 児童の動き 教職員の動き 

4／13 

～17 

担任とともに正しい登下校について確認する。 

（住宅路・駅改札～N ステーションの歩き方） 

指定巡視場所の巡回 

4／17 

（金） 

メンバーの顔合わせ・確認 

マナー・危険場所の確認 

登下校グループづくり  （1 年生は参加しない） 

担当地区の最終地点まで引率 

（全員） 

5／15 

（金） 

「風水害を意識した地区別下校」 

各教室に集合、メンバーの確認 

風水害に関する危険場所の確認 

担当教諭からの講話後、下校 

（＊新１年生の保護者にも参加してもらう） 

担当地区の最終地点まで引率 

（全員） 

9／30 

（水） 

メンバーの確認次第、下校 指定巡視場所の巡回 

（安全管理部） 

1／26 

（火） 

メンバーの確認 

同日に実施する地震避難訓練をふまえ、地震での対応

確認 

年間総括 

指定巡視場所の巡回 

（安全管理部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（４）緊急時の下校体制・保護者の協力について 

 

フェーズ １ ２ ３ ４ 

事案内容 近隣地域で警戒す

べき事案が発生し

ている場合 

本校または近隣地

域を特定したイン

ターネット・電話・

投書などによる脅

迫があった 

・不審者が校区内に

潜んでいて、刃物な

ど凶器を所持して

いることが確実 

 

・凶悪事件レベル 

・確実に学校付近に

不審者が潜んでい

て刃物など凶器を

所持している 

 

 

 

当 

日 

教
職
員 

学校周辺の巡回 駅、辻が池、秦野小、

鉢塚、水月公園の児

童引率（担任）周辺

巡回（専科） 

地区別引率 児童看護 

児 

童 

各学年で下校時刻

をそろえて下校 

複数学年が５方向

に分かれ集団下校 

地区別下校 学校待機 

保
護
者 

 最寄りの駅または

学校まで迎えも可 

最寄りの駅または

学校まで迎えも可 

学校まで迎え 

翌
日
の
登
校 

教
職
員 

学校周辺の巡回 学校周辺の巡回 学校周辺の巡回 ①学校で対応 

②学校周辺の巡回 

児 

童 
通常登校 通常登校 ①通常登校 

②解決：通常登校 

未解決：自宅待機の

場合もある 

①自宅待機 

②解決：登校 

未解決：自宅待機 

保
護
者 

学校まで送迎可 

（自家用車は不可） 

学校まで送迎可 

（自家用車は不可） 

学校まで送迎可 

（自家用車は不可） 

学校まで送迎可 

（自家用車は不可） 

 

※ 自然災害発生時には、校長の判断により児童を待機させ、保護者への引き渡しを行うことがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・台風・地震などの自然災害により、

警報が発令された場合など 



 

（５）緊急時の保護者への引き渡し 

引き渡し方法を事前に保護者に説明しておくのに加え、保護者以外が迎えに来ることも想定しておく。 

引き渡した方が安全と判断されるときに引き渡す。すぐに下校することが危険と判断される場合には、

安全が確認されるまで、子供も保護者も学校に待機してもらう。 

 

 

 

                ・本部が児童を待機させ、保護者への引き渡しを行うことを判断 
                ・保護者への一斉連絡   ・児童は体育館などで待機 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童カード記入の仕方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急事態発生（フェーズ３または４） 

災害時児童引受人来校 

保護者が引受人 保護者以外が引受人 

児童カードに記載の 

災害時児童引受人が来校 

児童カードに未記載の 

引受人が来校 

保護者へ確認ができ次第、引き渡し 

（名簿に引受人を記入） 

引き渡し 
（児童カードの学校使用欄に☑） 

引き渡し 

（名簿の保護者欄に☑） 



 

４．校外学習等に際しての安全 

 

（１）事前指導 

①遠足等のしおりをもとに、児童に校外学習等の事前指導をすること。 

②事前指導の際に、危険な場所や行動、或いは万一の事態への対応について十分指導すること。 

③特に校外学習等でグループ活動を取り入れる場合は、万一の事態を想定して、児童に対応の仕

方を指導しておくこと。 

（大声をあげる、近くの大人に助けを求める、教員への連絡の取り方など。）  

④万一の事態が発生した場合を考えて、連絡体制を各学年内で確認しておくこと。 

⑤校外学習のしおりを前日までに管理職と教務主任にそれぞれ１部ずつ提出すること。 

（利用する施設の電話番号等を書き入れておく。） 

 

（２）当日（※学校外における学習活動において、指導者は必ず複数で指導にあたることとする。） 

①携帯電話を各教員は持参すること。 

（電波の届かないところへ行く場合は、連絡を取れる体制を用意しておくこと。） 

②児童の連絡先が記載されたものを持っていくこと。 

③当日の出席児童数と欠席児童の人数と氏名を報告してから、出発すること。 

④保護者が同伴している場合は、名簿等を利用して保護者の参加リストを作成すること。 

⑤万一の事態が発生した場合は、例えば、児童看護や学校連絡、保護者連絡のように学年主任を

中心に速やかに役割分担をして事態の対応にあたること。 

 

５．学校生活における安全面での確認事項 

（１）朝礼・会議、教職員連携 

○連絡が全教職員に確実に伝わるようにする。（学校安全を徹底していく上で当然のこと） 

朝礼・会議に職員も参加する。（事務・用務から１名、給食から１名） 

 ○全教職員への連絡の徹底。 

 

（２）休み時間 

 ○遊んでよい場所は、運動場、芝生広場、卓球場、自然観察園、ピロティとする。 

 ○ベランダ（但し掃除時は出てもよい）、スタンドでは遊ばない。 

○次の場所は子どもだけで行かない。（遊びはもちろん禁止） 

  プール周辺、玄関の外、西館北側、東館東側、体育館裏（図２） 

○旧正門付近、体育館周辺については、「祈りと誓いの塔」、 

円形花壇の場所までは遊んでもよい。 

○ブロック・コンクリート部分についてはボールを使用した遊びは禁止。 

 ○校長室に赤スクリーンの出ているときは、校舎外での遊び 

（卓球含む）は不可とする。 

○日直は、２０分休憩と昼休憩に校舎内（主に東館１階）、 

運動場などを巡視する。また、予鈴とともに運動場に 

いる児童を校舎内に誘い、片付けの確認をする。 

その後、西館地階・東館１階の施錠をする。 

 

 

 

図２ 

体育館

ごみすて場

運動場

西館

東館

サービス道路

サービス門

正門

旧正門

自然観察園

玄関

ケヤキ坂

× 

× × 
× 
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（３）教室環境 

①可視性・避難経路の確保 

 ○教室の扉は、基本的に開けておく。（状況に応じて閉めても良い。） 

○荷物を高く積み上げたり、ベランダ出入り口をふさいだりしない。 

 ○ブラインドを下げる場合は、教室内の様子が外から確認できるように角度を調節し、児童避難の障

害にならないように完全に下げない。 

 ○児童の机の横に荷物をかけさせない。 

②児童を守る意識と教室整備 

 ○１ｍ定規を、出入り口近くに常に置いておく。 

○来校者確認のため、教師用机・いすは原則ワークスペース側に配置する。（給食も基本的にはワーク

スペース側で食べる。） 

○児童がいる時間の業務は、基本的に教室または先生コーナーで行う。 

 

（４）放課後、最終下校 

○「終わりの会」終了後、１６：１５まで遊ぶことができる。（放課後遊び） 

※月曜日は、１～３年生の放課後遊びはなし。 

○下校時間は、１４：３５～１５：０５、１５：３０～１６：２０のどちらかとする。途中で下校す

ることはできない。 

  ※冬季の最終下校は１６：００ 

○放課後遊びをする低学年は、６時間目の授業時間は授業の妨げにならないように低学年の教室・ワ

ークスペースまたは卓球場などで遊ぶ。 

 

学年別下校時間 

 

 
１年 ２年 ３年 ４・５・６年 

月 １４：３５～１５：０５ １５：３０～１６：２０ 

火 １５：３０～１６：２０ 

水 １４：３５～１５：０５  １５：４５～１６：２０ 

木 
１４：３５～１５：０５ 

１５：３０～１６：２０ 
１５：３０～１６：２０ 

金 
１４：３５～１５：０５ 

１５：３０～１６：２０ 
１５：３０～１６：２０ 

※２学期の途中から、週授業時数の増加に伴い、１・２年の下校時間が変わる。 

 

 



 

（５）日直の仕事 

①児童登校時（巡視時、必ず携帯電話と救急グッズを携帯する。） 

 ・日直…通学路の巡視および安全指導を行い（７：５０～８：１５）、通学路を通って８：３０の 

指導に間に合うように学校に戻る。子どもたちの状況に応じて巡視場所を変える。 

阪急バスの到着時刻 

・１年生のみ利用バス（第１便）（②のりば）…（池田駅７：５５発、 附属池田小学校前８：０６着） 

・１年生のみ利用バス（第２便）（②のりば）…（池田駅８：００発、 附属池田小学校前８：１１着） 

・呉羽の里経由（③のりば）…（池田駅７：５５発、 附属池田小学校前８：１６着） 

②児童登校後 

 ８：３０の予鈴とともに運動場にいる児童を校舎内に誘い、西館地階、東館１階の施錠確認。 

翌日の日直への申し送り事項や重点的に指導すべき区間を職員室のボードに記入する。 

③職員朝礼時 

施錠と巡視を行う。前日の日直は登校の様子について全体に知らせる。 

④休み時間の校内巡視 

 ・２０分休憩と昼休憩に校舎内（主に東館１階）、運動場などを巡視する。 

・予鈴とともに運動場にいる児童を校舎内に誘い、片付けの確認をする。その後、西館地階・東館１

階の施錠をする。 

⑤児童下校時 

・１５：４０～１６：３０めどに学校周辺の巡視を行う。（水曜日は１５：００～１６：３０） 

（駅方面のみならず、秦野方面から五月丘、辻が池公園方面を自転車で巡視） 

⑥施錠について 

 ・日直は、東館（屋上教材園も含む）と体育館、多目的ホールの窓の施錠を確認する。 

 ・西館・非常階段は、各担任（地階は栄養教諭と養護教諭）が、そのフロアの施錠を行う。） 

 ※冬場は図書館のこたつの消灯を確認する。 

⑦連絡 

すべての仕事を終えたら、ボードに気づいたことを記入し、全体に共通理解をはかる。引き継ぎノ

ートに気づいたことを記入し、翌日の日直に引き継ぐ。必要に応じ、朝礼で共通理解をはかったり、

朝礼で児童に指導したりする。 

 

（６）玄関について 

○児童登下校時、玄関の扉は、子どもの状況に応じて開放する。（事務室側以外） 

 ○児童登下校時以外は、内側・外側とも事務室側の扉を使用。 

 ○登校時、管理職・教務主任または専科教諭が玄関前に立つ。 

…学校玄関での指導及び施錠（８：１５～８：３０） 

 ※正門・玄関において ID カードによる二重チェックの体制←来校者に関する安全規則について 

 

（７）校内巡視について 

○日直が休み時間、放課後に巡視を行う。 

 ○警備員は、朝の時間、休み時間、放課後、校舎外の巡視を行う。 

 ○警備員は通常、正門周辺で警備。 

○学校長・副校長・教務主任も適宜、巡視を行う。 

 

 

 



 

（８）安全点検、各ドアや窓の開閉（施錠） 

 ○非常ベルや消火器、その他防火設備、放送設備などの機器の点検も、安全の日前後に行う。 

○特別教室、その他鍵がかけられるような場所は、利用しないとき、施錠する。 

 ○運動場から自然観察園への門扉は、常に開けておく。 

 ○運動場（遊具のそば）から、けやき坂への門扉は使用しない。 

○日直は、東館と体育館、多目的ホールの窓の施錠を確認する。 

 ○西館は、各担任（地階は栄養教諭と養護教諭）が責任を持って各フロアを施錠する。 

 

（９）教職員の日常の意識・備え、緊急時連絡・対応について 

○ＩＤカードとともにホイッスル、ボールペン、携帯電話を携帯する。 

 ○児童机やいすなど投げつけられるもの、ほうきや１ｍものさしなど相手と距離をとることができる

もの、その他、緊急時に身の回りの物をどのように使うことができるか考えておく。 

○児童がいる時間の業務は、教室または各フロアの先生コーナーで行う。 

 ○関係の各機関から連絡が入るような連携のシステムづくりを検討する。 

  （池田安心メールなどを各市教委と連携をはかる。） 

・保護者から連絡が入る前に情報を得ることができるようにしていく。 

・府教委・市教委から大学・附属小学校へ連絡が入る。 

○緊急時、安全管理・生活指導部が該当地区を巡視する。 

○職員室、事務室、保健室、各先生コーナー、体育館、用務員室、男子更衣室、東館各所にさすまたをおく。 

○職員室、事務室、理科室、音楽室、図工室、保健室、栄養士室、図書メディア、各先生コーナー 

にトランシーバーを置く。 

 ○職員室にネットランチャー２本を常備する。 

 ○職員室、保健室、警備員室、事務室（プール期間中は、プール倉庫保管）、体育館に AED を常備す

る。 

○児童カードの原本は職員室に、複写したものを事務室、保健室、各学年の先生コーナーの本棚に常

備する。 

○児童カードには、緊急時児童名簿を最初のページに入れておく。 

 

（１０）その他 

 ○緊急時の緊急車両の進入口、保健室の場所について  

小学校敷地に緊急車両を入れる場合は以下の場所 

「正門より玄関」 ・・・・・通常の出入り口 

「正門よりサービス門」・・・けやき坂の途中、運動場への乗り入れ、保健室に横づけが可能。 

             （サービス門道路を通りプール横にも横付けが可能） 

「旧正門」・・・・・・・・・体育館や東館に直接横づけが可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６．安全点検について 

 

（１） 意義・目的  

  毎月の安全の日（8日あるいは、その前後の日）に教職員が学校内の設備・備品の点検を行うこと 

 で、未然に事故を防止するとともに児童の学校生活をよりよいものにする。 

  また学校安全について教職員の意識を持続・高揚させる。 

（２） 実施要項 

 ○自分の担当場所を、安全点検カード（下記）に記されている項目別にチェックして、指定の 

  場所（職員室玄関入り口付近）に一両日中に提出する。 

 ○問題点があれば、安全点検カードにその内容を記入し、係で確認の上、学校用務員とともに 

  再点検、および修繕にかかる。 

 ○時間を指定し、放送を入れるなどして、一斉に作業を行う。 

 ○運動場の遊具・フェンスの周囲も点検場所に組み込み、教室備品も同時に点検をする。 

《安全点検カード例》※場所によって点検項目内容を変えている。 

  
点検実施日 ４月６日 ５月８日 

  担当者確認印     

  点検項目 結果 処理 結果 処理 

共
通
項
目 

出入口は整理整頓されていますか。         

水源は清潔に管理されていますか。         

落下の危険のあるものはありませんか。         

床上 180 ㎝までの高さに釘などの突起物はありませんか。         

蛍光灯は切れていませんか。         

非常ブザーに異常はありませんか。         

エアコン、換気扇、加湿器は正常ですか。         

壁に設置されている備品は固定されていますか。         

机や椅子は安全に使える状態ですか。         

電話・テレビ・ラジカセ・コンセント等設備は正常ですか。         

床・天井・壁の剥がれや摩耗はありませんか。         

教
室 

教室ドア・窓は正常に開閉・施錠できますか。         

ブラインド、カーテンは壊れていませんか。         

ガラスは正常ですか。         

ベランダに破損箇所はありませんか。         

画鋲はしっかりとめられていますか。         

１m 定規や棒を備えていますか。         

児童用ロッカーは壊れていませんか。         

掃除用具ロッカーは壊れていませんか。         

教室備品の紛失・破損はありませんか。         

コ
ー
ナ
ー 

机上やカウンターは整理整頓されていますか。         

先生コーナー備品の紛失・破損はありませんか。         

（さすまた、ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ、救急備品、掃除機、児童カードなど）         

 



 

緊急時の学校安全に関わる要項 

 

１．警備・防災組織編制表（自衛組織編制表） … 教室変更に伴い役割変更あり 

 対策本部長  学校長                          （４月１日現在） 

 不審者発見時／火災・地震発生時 児童避難後 

対策本部 

（通報、連絡班） 

 

（計８名） 

○校内緊急放送 

○情報収集→教職員指示徹底 

○関係諸機関（警察・消防）へ連絡 

→情報提供 

○児童避難か教室待機か判断・指示 

○負傷児童の全体把握 

○情報収集、教職員への指示の徹底 

○各学年点呼→負傷児童確認→集約 

○警察・消防・救急誘導→情報提供 

○搬送先病院への付き添い指示 

○授業継続か一斉下校かの判断 

○保護者への対応決定→説明 

○附属中高、附属学校課への連絡 

○マスコミ対応 

○テレビ・ラジオ等からの情報収集 

災害対応班 

（アトム班） 

（計７名） 

○児童指示 

○不審者対応・初期消火 

○校舎内巡視→不審者・火災確認 

○状況報告 

○不審者対応 

（警察が来るまでの時間稼ぎ） 

○消火活動 

○警察・消防到着後、救助班に加わる 

児童対応班 

（計７名） 

○児童指示→看護 

○避難経路想定 

○避難誘導 

○児童人数確認→児童看護 

○安否確認→負傷者確認 

○緊急連絡網で保護者に連絡 

○児童安全確保後、災害対応班・救助班

にまわる。 

救助班 

（計７名） 

○児童指示→校内巡視 

→負傷児童への応急手当・搬出 

○校舎内残留児童の捜索 

○状況報告（負傷児童名を含む） 

○門扉開放 

○火気用具・薬品等の状況点検 

○電気・ガス・水道点検 

○重要書類の搬出・保管 

○状況報告 

○救急車に同乗→搬送先から連絡 

○門扉開放 

○火気用具・薬品等の状況点検 

○電気・ガス・水道点検 

○重要書類の搬出・保管 

救護班 

（計６名） 

○救護体制の確立 

（救急用品の搬出、救護所の設置） 

○負傷児童の全体把握 

○救急隊・医療機関への連絡 

○精神的ケア 

○負傷者搬入先確認 

○負傷児童保護者への連絡 

→本部と連携して行う 

※ 栄養教諭および給食調理員は、給食室の火気安全を最初に確認した後、救護班にまわる。 

※ 本部は、警備員に救急車両誘導を要請する。 

 

 

 



 

２．緊急時対応マニュアル 

 

（１）緊急時における基本的な留意事項 

 

来校者に対する態度および対応 

 ○ＩＤカードの有無を確認する。 

 ○積極的に声かけをする。 

 ○荷物を持っていれば、手の動きに注意する。 

 

不審者発見時 

「目を離さない  危険を周囲に知らせる  児童を遠ざける  時間をかせぐ」 

 ○大きな声を出し、笛、非常ベルなども使って人を呼ぶ。 

 ○距離をとるもの（武器）になるような物があれば、使用する。（物を投げてもよい） 

 ○さらなる侵入を防ぐため、侵入を妨害しながら時間をかせぐ。 

 ○自分自身の安全にも気をつけ、一人で取り押さえようとしない。 

 

現場へ駆けつける時 

「必ず複数人で  距離を取れる物、武器になるような物を持って  声を掛け合う 

  他教職員への連絡と１１０番通報  児童への指示  教室施錠（臨機応変）  運動場への避難」 

 

傷病者がいた場合 

「他の者を呼ぶ（大声・放送２）  応急処置と１１９番通報  AED を取りに行く・依頼する 

職員室へ連絡する」 

 

本部で連絡を受けて 

「手の空いている教職員をすぐに現場へ  放送はわかりやすく、ゆっくり、くりかえす 

１１０番・１１９番通報はなんども ／ 児童カードを持ち出す ／ 負傷児童を確認し、保護者に連絡 

  誰がどこの病院へ搬送されたか確認 ／ 病院への付き添い者を確認 情報共有」 

 

教職員間の連携 

 ○小グループの責任者が、リーダーシップをとる。 

 ○本部への連絡を密にする。 

 ○声を掛け合い、できるかぎり複数人で行動する。 

 ○本部は情報を収集・整理し、組織的な動きをとるように指示を出す。 

 

 

 

 

 

 



 

を判断する。 

 

（２）緊急時に対応する基本的行動 

【初めの対応】 

◎ＩＤカードをつけていない人物が校内 

 にいる場合、教職員は声をかけ、静止 

 させる。 

◎事務室でチェックを受けてもらうよう 

 注意を促す。 

◎状況によっては、校内放送で「アトム班 

 の先生、○○へ集合」と呼びかける。 

○教職員は普段から来校者のＩＤカードを見る習

慣をつけておく。 

○児童に近づかせないように立ち、侵入を止め、引

き返すように要請する。（距離をとる） 

○相手が荷物等を持っていれば、それから目を離

さないようにする。 

○校内放送は相手を刺激しないための措置である。 

 警報ブザーを押すことをためらわないこと。 

 

 

 

【緊急事態発生時の対応】 

◎注意に従わない場合は、直ちに警報ブザー 

 を使って、職員室に連絡する。 

火災発見時も同様の行動 

 

 

○同時に内線連絡も入れる。（教職員を呼ぶ） 

○周りを見て、けが人がいないかどうか確認する。 

○警報ブザーや異変に気づいた他の教職員は、 

・不審者の侵入を防ぐために加勢する。 

・初期消火、職員室への連絡等、臨機応変に対応

する。 

 〇別室隔離する場合は、不審者に対応する教職員の

安全を最優先する。 

 

 

【緊急事態発生時の対応】 

◎通報を受けた本部（職員室）は災害対応 

 班（アトム班）に現場へ向かうよう指示を

する。 

 

「アトム班の先生は○○へ」 

必要なら 110 番・119 番通報 

 

 

○通報した者、あるいはその周りの者は、職員室へ

内線電話（携帯電話）を入れて、詳細を伝える。 

○本部（職員室）は連絡を受けた内容から、 

・110 番・119 番通報するのか 

・児童を避難させるのか 

○場合によっては、本部への連絡前に現場から直接

110 番・119 番通報する。 

○事務員は職員室へ行き、本部の補佐をする。 

 

 

休み時間…周りに児童がいれば、最も近い教室に 

     入るように指示をする。 

休み時間…教職員はその場の判断で、児童に 

避難指示を出す。 

不審者とみなすことを 

躊躇しない 



 

 

 

 

◎以下の２点の確認後、本部は救助班に現場 

 に向かうよう指示を出す。 

・不審者の動きを止めること・初期消火に

成功 

・警察または消防が到着し、犯人確保・ 

 消火終了 

◎児童を避難させるか、待機させるか指示を 

 出す。(避難場所、経路についても指示) 

 「救助班の先生は、安全確認を行いながら、 

 ○○まで行ってください。児童のみなさん 

 は･･･。」 

○救助班は必ず複数人で行動する。現場に集まった 

 人数によって児童対応にまわるなどを判断する。 

 

 

 

 

 

 

○児童対応班は、児童の動揺を静めつつ、 

・扉の施錠、窓を閉める（臨機応変に） 

・避難経路の確保等の行動に備える。 

○本部は、児童の所在がバラバラであれば、一か所

に集める指示を出す。 

 

 

 

 

◎児童全員の安否確認次第、本部は「緊急対 

 応終了」の放送を入れる。 

◎必要であれば、現場で指揮を執る。 

○本部には必ず教諭１名は待機しておく。 

 

 

 

 

 

緊急時対応の原則 

・異変に気づいたら、警報ブザーを鳴らすなどして、他の者へ知らせる。 

・声を掛け合い、連絡を密にする。 

授業中の緊急時対応の原則 

・児童は教室で待機させ、扉や窓は施錠する。（地震や火災の場合は、施錠させない。）施錠や開閉

については臨機応変に行う。 

・地震の場合は、校舎内の児童を机の下に潜らせ、身体の保護を促す。机の下に潜らせることに関

しては、その事態に応じて臨機応変に判断し、指示を出す。 

休み時間の緊急時対応の原則 

・児童は運動場・玄関前へ避難させる。（不審者の侵入場所によって臨機応変に判断する。） 

・一次避難後、本部との連携を密にし、人員確認に努める。 

 

 

傷病者がいなかった場合、安全確認を行いながら

○○へ駆けつける。 

傷病者がいた場合、教職員１人が看護にあたり、

他は内線電話（携帯電話）で職員室へ状況を報告

する。 

「緊急対応終了」は、あくまで「犯人確保・消火

終了」であって、全てが終わったわけではない。

緊急対応終了後は、本部からの指示に従って動く。 



 

３．Ｊアラート対応する基本的行動 

 

１．児童が登校前にＪアラート等を通じて緊急情報が大阪府・兵庫県に発信された場合は、 

自宅待機とする。その後「弾道ミサイルが日本の領海外の海域に落下したとの情報」や「日本上空

を通過したとの情報」が発信された場合は、登校。（学校よりＨＰやメールにて連絡。）交通機関の

状況などにより登校に支障がある場合は、自宅待機させる。 

 

２．登下校中など、屋外で緊急情報を聞いたときは「できる限り頑強な建物や地下に避難する。」「近く

に適当な建物がない場合、頭部を守る行動をとる。」ことを指導する。 

 

３．登校後に大阪府に緊急情報が発信されたときは、屋外にいる児童を教室等校舎内に避難させ、教室

等では、爆風等による窓ガラスの飛散から身の安全を守るため、机の下にかくれるよう指示する等、

安全確保に努める。その後、安全を確認し教育活動の再開を判断する。 

 

４．危機事態が発生するおそれがあるような状況の時、学校長をトップとする対策本部を設置し、大学、

市役所、消防、警察等と連携し対応を検討する。 

 

 

４．停電発生時の基本的行動 

 

ケース１：地震発生直後の停電（緊急時） 

 ① ② ③ 

児童の側にいる教員 揺れがおさまるのを待つ 児童の側を離れない 児童の避難誘導 

空き時間の教員 揺れがおさまるのを待つ 避難経路の安全確認 避難経路の安全確認 

 

ケース２：前触れのない停電 

 ① ② ③ 

児童の側にいる教員 児童の側を離れず待機 児童の側を離れず待機 
口頭での連絡を受け、フロ

ア間で連携し、情報連絡 

空き時間の教員 職員室に集合 
状況確認後、各フロアに対応について口頭で連絡 

（東館及び運動場、体育館への連絡も忘れずに） 

 

※教室に教員がいない場合に停電が発生した場合は、フロア間で連携し、児童対応・避難経路の安全確

認または職員室集合に分かれて行動する。 

 

 

停電発生時使用できないもの 

〇校内放送、非常ブザー、電話（内線含む）、照明、エアコン、トイレの排水・手洗いなど 

 

 

 

 

 

 



 

５．消防計画 

 

（１）目的 

この計画は、消防法第８条第１項に基づき、大阪教育大学附属池田小学校における防火管理の業務

について必要な事項を定めて、火災、震災、その他の災害の予防及び人命の安全確保ならびに被害の

拡大防止を図ることを目的とする。 

 

（２）防火管理者の任務 

 防火管理者は、この計画に定める一切の権限を有し、次の任務を行う。 

   任務内容 

    ①職員・児童等に対する防火管理上の必要な指示命令または監督 

    ②避難または防火上必要な設備の維持管理 

    ③建物等の自主検査及び消防用設備等の点検及び指揮監督 

    ④消防署に対する関係法令に基づく、各種報告及び指導の要請 

    ⑤消防計画の検討並びにこれに基づく教育及び訓練の企画または実施 

    ⑥防火対象物維持台帳の保管及び管理 

    ⑦その他、防火管理上必要な業務 

 

（３）管理（火元）責任者の任務 

日常における火災予防及び震災時の被害軽減を図るため管理（火元）責任者の任務内容を次のよう

に定める。 

任務内容 

 ①日常の火災予防 

  ＊湯沸場等の火気管理 

  ＊火気使用設備器具、電気設備器具の使用する前後の安全確認 

  ＊消防用設備等の維持管理 

  ＊その他、火災予防上必要な事項 

 

 ②地震対策 

  ＊室内における物品及び危険物品等の転倒落下防止措置 

  ＊火気使用設備器具の転倒防止及び安全確認 

  ＊地震発生時における児童の安全確保のための指示・指導 

  ＊地震時における出火防止措置及び確認については、その事態に応じて臨機応変に行う。 

  ＊その他、地震対策上必要な事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（４）管理（火元）責任者担当区域 

 



 

６．緊急時の連絡体制 

 

（１）携帯電話のメールを使用した連絡体制 

 保護者の携帯電話のメールアドレスを学校へ登録してもらい、一括して文書をメールで送信する。 

  （例） 

   ・学校近隣で不審者が出たという情報が、各市教育委員会等から入った場合 

   ・行事の都合で、急に児童の下校時刻が遅くなる場合 

   ・宿泊的行事で、解散時刻が遅くなる場合 

   ・警報や校区内に不審者が出たという情報などにより集団下校する場合 

   ・校区内の地区及びその近隣において、不審者が出たという情報が入った場合など 

 

（２）地区別名簿 

  児童の住所により、阪急電車の駅や徒歩通学などで、全校児童を地区別に分けている。その地区別

のメンバーにより学年順に名簿を作成している。 

 

 ※学級電話連絡網の廃止 

 緊急を含めた連絡体制は携帯電話へのメールに一本化し、学級電話連絡網は廃止することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

７．事件・事故対策本部 役割分担 

  

学校事故対応に関する指針（27 文科初第 1785 号）に基づき、事件・事故対策本部役割分担を作成 

し、各役割を把握している。 

 

役割 主な役割 

担当者 

順位１ 順位２ 順位３ 

本部（指揮命令者） 全体の状況把握と必要な指示、掌握    

聴き取り担当 教職員、児童生徒などへの聴き取り    

個別担当 被害児童生徒等の保護者など個別の窓口    

保護者担当 保護者会の開催やＰＴＡ役員との連携    

報道担当 報道への窓口    

学校安全担当 
校長や副校長の補佐、学校安全対策 

警察との連携 
   

庶務担当 事務を統括    

情報担当 情報を集約    

総務担当 学校再開を統括    

学年担当 各学年を統括    

救護担当 負傷者の実態把握、応急手当、心のケア    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

各種訓練実施要項 

 

１．年間計画 

 定期的に訓練を設けることで、学校安全管理意識を常に持ち、さらに高めていくよう心がけていく。 

    １．地震避難訓練（休み時間・授業中） 

    ２．火災避難訓練（休み時間・授業中） 

    ３．不審者対応訓練（授業中・放課後） 

  ・定期的に行い、教職員および児童の安全管理意識の継続と高揚をはかる。 

  ・実際に役立つ訓練を目指し、レベルアップをはかる。 

 

 防犯・避難訓練実施年間計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※訓練の予定は大まかなものであって、児童の様子や行事によって柔軟に予定を変更し、児童・教職員

にとって無理のないように訓練を実施していく。 

 

 

 

 

予 定 日 
実  施  概  要 

全校対象（授業中・休み時間） 教職員対象 

４月３日（金）  不審者対応訓練① 

４月８日（水） 避難経路確認  

４月１７日（金）  普通救急法講習（ＣＰＲ＆ＡＥＤ） 

５月２５日（月）  不審者対応訓練②（防犯教室含む） 

６月１６日（火） 避難訓練（火災）  

８月２８日（金）  
不審者対応訓練③ 

（基本実習生と共に） 

９月２日（水） 避難訓練（地震）①  

１０月２３日（金） 避難訓練（防犯）  

１０月２９日（木）  
不審者対応訓練④ 

（併習実習生と共に） 

１月２５日（月） 避難訓練（地震）②  

２月２７日（土） 
不審者対応訓練⑤ 

（研修会での公開訓練） 



 

２.全校対象避難訓練 

 

（１）学年による避難経路確認 

①ねらい 

・ 年度が変わり、教室も変わったことを踏まえ、基本的な避難経路を確認する。 

・ 落ち着いて迅速に集団で行動（避難）できるようにする。 

・ 集団で行動（避難）する際の４原則（「おさない」「かけない」「しゃべらない」「もどらない」）

を理解し、安全に行動（避難）できるようにする。 

②訓練の流れ 

・ 避難経路（教室・校舎外・東館にいる場合）と集団行動の４原則を知る 

・ 教室に設置されている備品、もしもの時の行動について学級で確認する。 

 〔備品について〕 

  ○非常用押しボタンの場所・使い方や注意事項について 

（いたずらでカバーが半分押されている状態になっていることもある。） 

  ○教室電話について 

・かかってきた際の受け答え：「６年西組の○○です。（用件を聞く）」 

―私語を止めることを徹底する― 

    ○１ｍものさしや棒が教室に、さすまたやたて、担架が先生コーナーに備え付けてある。 

  ○校内放送について 

    校内放送が流れたら、手を止め、放送にしっかり耳を傾ける。 

  ○教室の扉について 

    児童が勝手に扉の開閉をしないように指導する。（教師の指示のもと行う） 

    緊急時に限り、児童が閉めることもあるので、その仕組みを理解させておく。 

（各学年の実態に応じて） 

・ 各学年の実態に応じて、以下の確認を行う。 

①フロアのベランダを端から端まで、担任引率で移動する。 

②基本の避難経路を通って運動場・または玄関まで移動する。 

※ 警備・防災組織編制表（自衛組織編成表）ではなく、学級担任がクラスの児童を引率する。 

 

（２）火災を想定した避難訓練 

①ねらい 

・ 火災の場合の避難経路や避難方法を理解する。 

・ 落ち着いて迅速に避難できるようにする。 

・ 避難する際の４原則（「おさない」「かけない」「しゃべらない」「もどらない」）を理解し、安全

に避難できるようにする。 

・ 災害に対する理解を深め、身の安全を守る方法を理解する。 

・ ４原則の「お・か・し・も」を理解した上で、一人で避難する場合についても理解する。 

②災害の想定 

・ 給食室からの火災発生 

・ 授業時間中 

・ 専科授業の場合は専科教諭が引率する。 

 

 

 



 

③訓練の流れ 

・ 事前に、火災が発生した場合の対応の仕方を知る。 

・ 事前に、避難経路と集団行動の４原則を知る。（ハンカチなど口にあてるものを用意する。） 

・ 給食室より火災発生の放送を聞く。 

・ 放送の指示に従って避難を開始する。 

・ 各学年２名は児童誘導、また可能な限りトランシーバーを使って連絡を取り合う。（専科授業の

場合、担任が専科担当と連絡を密にする。） 

・ 避難経路を通って運動場及び玄関前へ移動。 

・ 運動場では、サッカーゴールとバスケットゴールの間で朝礼の隊形に集合。 

・ 人員点呼→人員報告 

・ 担当の先生の話 

・ 校長先生（副校長先生）の話 

・ 教室でふり返り 

④その他 
・ アトム(災害対応)班は火災発生の放送後、給食室前に消火器を持ち集合。（全児童避難完了まで

消火活動） 

・ 児童の人数を確認できるもの（緊急用児童名簿）を持って児童を誘導する。 

・ 校舎外への移動は上靴のままさせる。各学級担任は訓練終了後、靴の土を落として校舎内に入る

よう指導する。 

 

（３）地震を想定した避難訓練 

①ねらい 

・ 災害（地震）が起こった場合の避難経路や避難方法を理解する。 

・ 落ち着いて迅速に集団で避難（行動）できるようにする。 

・ 集団で避難（行動）する際の４原則（「おさない」「かけない」「しゃべらない」「もどらない」）

を理解し、安全に避難（行動）できるようにする。 

・ ４原則の「お・か・し・も」を理解した上で、一人で避難する場合についても理解する。 

②災害の想定 

・ 地震発生（授業時間中） 

・ 地震発生時は机の下に潜らせ（校舎内にいた場合）、地震がおさまった時点で放送の指示に従っ

て運動場および玄関前へ避難する。 

③訓練の流れ 

・ 事前に、地震が発生した場合の対応の仕方を知る。（放送や先生の指示の聞き方も含む） 

・ 事前に、避難経路と集団行動の４原則を知る。 

・ 地震発生の放送の指示に従って机の下にもぐる。机の下に潜らせることに関しては、その事態 

に応じて臨機応変に判断し、指示を出す。 

・ 地震が収まった時点で放送の指示にしたがって避難を開始する。 

・ 避難経路を通って運動場へ移動 

・ 運動場では、サッカーゴールとバスケットゴールの間で朝礼の隊形に集合。 

・ 人員点呼→人員報告 

・ 運動場では、朝礼の隊形に集合する。 

・ 担当の先生・校長先生（副校長先生）の話 

・ 教室でふり返り 

 



 

④その他 

  ・ トランシーバーを利用する。 

  ・ 移動開始と同時に、緊急用児童名簿を持って児童を誘導する。 

    校舎外への移動は上靴のままさせ、校舎にあがるときによく土を落としてから入る。 

 

（４）不審者を想定した避難訓練 

 

①ねらい 

・ 身の安全を守る方法を理解する。 

・ 身を守るための行動をとることができるようにする。 

・「静かにする。話を止める・手を止める～」「集まる」「放送に耳を傾ける。」「とびらを閉める」 

・ 放送や教師の指示を落ち着いて聞き、迅速に避難することができるようにする。 

・ いざという時の避難経路や避難方法を理解する。 

・ 避難する際の４原則「おさない」「かけない」「しゃべらない」「もどらない」を理解し、安全に

避難できるようにする。 

②訓練の流れ 

不審者侵入 

・ サービス門より不審者が侵入したという設定。（不審者役なし） 

・ サービス門前の警報ブザーが鳴る。（担当者が鳴らす） 

・ 職員室より、「アトム班の先生、サービス門に急行してください。」の指示が出る。 

・ 児童は、上記の通り、行動する。 

不審者警察確保 

・ 放送の指示に従って避難を開始する。 

「安全が確認されたので、１・３・５年生は東階段から、２・４・６年生は西階段を使い、運動場

に出ましょう。先生の指示に従って落ち着いて移動しましょう。」 

・ 各学年最低１名(児童対応班・救助班)は児童カード等を持ち、児童を誘導する。必要に応じてト

ランシーバーを使用する。（専科授業の場合、担任が専科担当と連絡を密にする。） 

・ 下記の経路を通って、運動場へ移動する。 

（２･４･６年…西階段、１･３･５年･･･東階段→祈りと誓いの塔→スロープ） 

・ 運動場では、朝礼の隊形に集合する。 

・ 人員点呼の後、人数報告。 

・ 救助班は、ペアをつくり校舎内の捜索に向かう。(実際には行かない) 

・ 担当の先生・校長先生（副校長先生）の話 

・ 教室でふり返り 

③その他 

・ アトム班は緊急放送後、さすまた等を持ち、サービス門前に集合。不審者対応終了後、集合場所

へ移動する。 

・ 学級担任および専科が児童を引率する。 

・ 校舎外への移動は上靴のままさせる。各学級担任は訓練終了後、靴の土を落として校舎内に入る

よう指導する。 

・ 児童に不安を与えないためにも、不審者という言葉を使わない。実際に警報ブザーがなった時に

する行動について、その動きを確認する旨を事前に伝える。 

 

 



 

④指導の流れ 

０：００ 

学級指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０：２０ 

訓練開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０：４０ 

学 級 で の

振り返り 

各教室で教師より子どもたちに話す。（※事件のことには触れない。） 

○先生たちや保護者の方々は日々、みんなが楽しく安全に過ごすことができるよう努力している。 

 本校の防犯体制について伝える。 

本部・災害対応（アトム）班・児童対応班・救助班・救護班 

①役割分担によって動いているため、先生はみんなから離れてしまう時もある。近くの先生の言う

ことをしっかりと聞いて行動しよう。 

②放送で全体に大切な連絡が入ります。静かにしてしっかりと聞きましょう。 

③実際に警報ブザーが鳴ったときの行動の仕方を知っておきましょう。（下記の図参照） 

④内線電話が通じる状況をつくろう。→内線電話に気づいた者が学級を静かにさせ、教職員に連絡

できるように指導しておく。 

⑤ワークスペース側の扉を閉めてみよう。（児童全員が経験しておく） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警報ブザーが鳴った！ 

本部（職員室）で場所を特定し，校内放送を入れる 

「アトム班の先生，○○に向かってください。」 

児童（※） 

・近くの教室に入る。 

・とびらを閉める。 

・静かにし，教師の指示，放送

に耳を傾ける。     

児
童
対
応
班
・
救
助
班 

…

児
童
の
把
握
，
行
動
指
示
（
※
） 

ア
ト
ム
班…

現
場
に
急
行 誤報を確認 

本部（職員室）より校内放送「先

ほどの警報ブザーは誤りで

す。」（２回繰り返す） 

緊急対応時 通常の状態

子ども 

・緊急時の約束事を守り，避難

場所へ避難する。 

（犯行現場は通らない。）） 

・朝礼の状態に整列する。 

     

本部（職員室）より校内放送 

「救護班は○○へ」（２回繰り返す） 

など教職員対象の訓練のように。 

「校内の安全が確認されました。」 

「児童のみなさんは，先生の指示に 

従って運動場に集まりましょう。」 

救
助
班…

児
童
の
捜
索 

児
童
対
応
班…

児
童
誘
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３．教職員対象訓練 

（１）不審者対応訓練 

 

①ねらい 

・ 学校危機管理に対する意識を高め、維持継続していく。 

・ 学校で事件あるいは災害が起こった場合の対応の仕方（連絡体制、応急処置の方法など）につ

いて、訓練を通して協議し、学び合う。 

・ 学校で事件あるいは災害が起こった場合、冷静に対応できる心構えを養う。 

・ 教職員間の意見交流を通して、安全を重視していく態度を維持継続していく。 

②想定 

・ 授業時間中や業間休憩中に不審者が乱入してきた。 

・ けが人が数名出ている。 

・ 不審者役、警察官役、救急・保護者役を設定し、携帯電話で連絡する。 

③訓練の流れ 

・ 訓練の大まかな流れをつかむ。 

・ 警備・防災組織のグループで話し合って課題を持つ。 

・ 実際に行動する。 

・ 訓練をグループごとで振り返り、全体で意見交流し、共通認識を持つ。 

・ メッセージにふりかえりを書くことにより、訓練自体の評価を行う。 

④その他 

・ 警備・防災組織編制表（自衛組織編制表）に基づいて対応する。 

・ 場の状況に応じて臨機応変に対応し、連絡を密に取り合う。 

・ 年間に１度は警察の方に来ていただいて、話を聞く機会を設定する。 

・ 警備・防災組織のグループごとに課題を持って訓練を行う。 

・ 訓練はそのたび毎に想定を若干変更して行う。（けが人の場所や不審者の侵入経路など） 

 

（２）普通救命講習会 

①ねらい 

・ プール及びその他の学校生活において事故が起こった場合の対応の仕方（連絡体制、応急処置

の方法など）について、訓練を通して学ぶ。 

・ プール及びその他の学校生活において事故が起こった場合、冷静に対応できる心構えを養う。 

②内容 

・ 校内指導員（応急手当普及員）による講習を行う。 

・ 人形を使って、ＣＰＲの訓練を行う。 

・ ＡＥＤを使った実際的な訓練を行う。 

 

（３）その他の訓練について 

○年に一度、池田警察署から講師を招き、教室や玄関で実際に不審者に対面した時の対応の仕方を   

実際の訓練を通して、講習している。 

 

 

 

 

 



 

 

水泳の安全管理 

 

１．プールの安全管理体制 

 年度初めにプール管理組織表を作成し、管理体制を明確にするとともに、事故発生時には、速やかに

対応できる体制を整える。 

 

（１）施設の安全対策 

 プール施設設備の使用期間前に点検を行う。 

・学校薬剤師は、毎年１回プールの設備・環境衛生検査を行う。 

・指導者はプール日誌を指導前・指導後に記入する。 

・プール管理状況は、常に職員室のホワイトボードに記入しておく。 

・プール期間中は、事務室のＡＥＤをプール倉庫におく。 

・プール倉庫に、ＡＥＤ・救急箱・毛布・バスタオルを整備する。 

 

（２）プールの監視体制 

・すばやく人員点呼したり、児童間で身体状況を相互確認したりできるように、児童は２人１組のバデ

ィで活動する。 

・学年単位で指導する。全体指導者、水中指導者など分担を明確にして指導にあたる。 

・休業中についても、授業実施時と同条件にできるように当番表を作成し、監視体制を整える。 

 

（３）健康管理 

・プール開きまでに、プール水泳承諾書を回収する。 

・プール開始前に、健康調査票・健康診断・健康観察等から、個々の健康状態を把握しておく。 

・当日の天候、水温、気温を十分考慮し、健康観察を完了してから入水する。 

・入水前後の衛生指導を行う。（シャワー・トイレ・うがい・手洗い等） 

・準備運動（陸上・水中）や整理運動を行う。 

・入水後の観察（顔色・唇の色・震え等）や問診等により健康状態を把握し、問題があれば、適切な処

置（日陰で安静にする、保健室に連絡する等）をとる。 

 

（４）教職員の安全に対する資質の向上 

・プール開始前に教職員に対し、普通救命講習会を実施する。 

・プール開始前にプール安全管理委員会を実施する。（校長、副校長、主幹教諭、学校安全主任、体育部、  

養護教諭） 

 

（５）児童の安全に対する資質の向上 

・自他の生命を尊重し、水泳や水際で安全な行動をとることができるよう、各学年に応じた安全学習を

行う。 

・プール開き時に、プールでの安全（移動・水中での注意、更衣室の使い方等）について指導する。 

 

（６）事故発生時の対応 

・事故者の生命救助をすべてにおいて優先する。 

・指導者３名のうち、①１名は事故にあった児童の直接の救助にあたる。②１名は電話で救急車の要請

ならびに事故の発生状況について職員室に連絡する。③１名は残りの児童の安全確保にあたる。 



 

・できる限り早く心肺蘇生を実施する。 

・一刻も早く気道を確保し、水を吐かせるよりも先に人工呼吸をする。 

・水中では効果的な心肺蘇生法を行うことが難しいので、なるべく早くプールサイド等に引き上げる。  

・水を吐かせる必要がある時は、傷病者を横向きにし、背中を救助者の大腿部で支え、上腹部を軽く押

し、口の角を引き下げて流し出させる。 

・ＡＥＤを使用する場合は、水を十分拭き取り、傷病者の胸壁を乾燥させる。 

 

２．プール安全管理組織表 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 安全な水泳授業を行うため、プール開始前やその他必要に応じて、プール安全管理担当者は、下記の

任務を遂行し、その安全管理にあたる。 

① 水泳指導計画：体育部が作成し、水泳指導をする教員が相互に連携し、安全な水泳指導を行う。 

② プール施設安全：プール使用開始前に施設の安全点検を実施し、補修・改修工事が必要な場合は、

直ちに工事を要請する。 

③ 水質管理：学校薬剤師の指導のもと、プール開始前及び実施期間中に水質検査を実施する。日々の

水泳授業開始前に残留塩素濃度・ＰＨ・水温の測定を行い、水泳授業可能な条件になるように行い、

プール日誌に記録し、保存する。また、職員室のホワイトボードにも記入する。 

④ ろ過装置運転：ろ過装置の正常な稼働を確認し、装置のメンテナンスに努める。 

⑤ 保健管理：学校医の指導のもと、保健主事・養護教諭と他の教職員で、授業実施前に児童の水泳実

施に関して、健康上の配慮事項について情報交換を行う。 

⑥ 休業中の監視：夏季休業中も授業実施時と同条件でできるように当番表を作成する。 

プール安全管理責任者 
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学校医・学校薬剤師 

 

プール安全管理担当者 
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担
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３．プール管理点検 

 

担当者が中心になってプール管理を行うが、指導前には次の事項について、指導者が点検し、記

入・保存する。 

 

 

   

   月   日   曜   時間目 

学年 利用人数 記録者 

 

 

  

 

天 気（    ）  気 温（    ）℃  水 温（    ）℃ 

指導内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 プール安全管理点検 》  

数値または、結果の良い項目には○、悪い項目には×を記入する。 

水 

質 

管 

理 

残留塩素（０.４～１.０

ppm） 

 

        ppm 

薬品投入量 

 

 

水素イオン濃度（PH５.８～８.

６） 

 

  PH 

水中で離れた位置からプール壁面が明確に見えるか。  

施 

設 

・ 

用 

具 

の 

管 

理 

プール 

 

プール内に危険物がないか。汚染されていないか。  

水位は適当か。  

プールサイド 危険物が落ちていないか。  

足洗い場 

シャワー 

施設内に危険がないか。汚染されていないか。  

足洗い場には水が満たされているか。  

洗眼場 

 

蛇口が破損していないか。  

水の噴き出し方に異常はないか。  

更衣室・トイレ 整理されているか。清潔か。  

特記事項 

 

 

 

 

 



 

 

４．傷病者対応プログラム 

 

 

 

 

 

 

応
援
要
請 

救急車を要請 

 

 

事故発生 

傷病者 

発
見
者
・
同
伴
者 

救急車を要請 

(一刻を争う場合) 

第
一
次
救
急
処
置
者
と
な
る 

 

保健室 

養護教諭 

保健主事 

救急処置基準 

校 長 

副校長 

 

学級担任 

学年主任 

傷
病
者
対
応
の
指
示 

医療機関に搬送 

する必要がある 

家に帰す必要がある 

（お迎えを連絡） 

保健室で処置する 

必要がある 

教室で観察する 

必要がある 

教室に復帰して普通に 

過ごすことができる 

医 

療 

機 

関 

家
庭 

職
員
室
・
保
健
室 

（※付添については 

管理職判断） 

（
担
架
・
応
急
処
置
セ
ッ
ト
） 


